
 ウリノキ科
か

 ウリノキ属
ぞく

 （落葉
らくよう

低木
ていぼく

） 

学名
がくめい

：Alangium platanifolium 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：先
さき

が３～５に角
つの

状
じょう

に分
わ

かれる、薄
うす

くて縁
ふち

は滑
なめ

らか、互生
ごせい

 

   裏
うら

面
めん

に柔
やわ

らかい短毛
たんもう

が密生
みっせい

、基部
き ぶ

は心形
しんけい

、葉柄
ようへい

が長
なが

い 

・花
はな

：白 色
はくしょく

、線形
せんけい

で６枚
まい

、先
さき

は外側
そとがわ

に巻
ま

く 

・果実
かじつ

：だ円形
えんけい

で青
あお

く 熟
じゅく

す 

・冬
ふゆ

芽
め

：互生
ごせい

、卵形
らんけい

で先端
せんたん

はやや丸
まる

い、２枚
まい

の牙
が

鱗
りん

 

    頂芽
ちょうが

は側芽
そくが

よりやや大
おお

きい、葉痕
ようこん

はＯ字形
じがた

 

・ウリの葉
は

に似
に

ているからウリノキ 

ウリノキ 

薄い葉 心形 

角状にとがる 

外側に巻く 

冬 芽 

互生 

丸い 

葉柄が長い 


